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午前１０時００分 開議

定足数に達しており○議長（馬場騎一君）

ますので、３日目の本会議を開きます。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第３号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第１ 市政に対する一般質問

日程第１ きのうに○議長（馬場騎一君）

引き続き、市政に対する一般質問を行いま

す。

６番藤田光彦議員の登壇を願います。

おはようございま○６番（藤田光彦君）

す。

６番、民主党の藤田光彦です。通告に従い

まして、質問させていただきます。

最初に、町内会の意義について質問いたし

ます。

政府によるさまざまな社会保障制度、充実

した個人保険、安価で豊富な生活物資、多様

化した個人の生活様式、これらの成熟社会を

示す要因は、一方では他人と交わらなくとも

不便なく生きていけるという社会状況をつく

り出しています。そのような状況がもたらす

個人の孤立化、人間関係の希薄化などは全国

的に見られる現象です。しかしながら、地域

社会は、住民がしっかりと共益性を認識し、

行政がカバーできないいろいろな問題を共同

で対処しなければ成り立たない共同体なので

す。その中で、町内会はさまざま活動を通じ

て、住民の連携を図りながら地域社会を円滑

に運営するための支えとなっております。

さて、町内会はいろいろな活動を行ってい

ますが、それは主に三つに分けられます。快

適な生活環境づくり、安全で安心して暮らせ

る地域づくり、そして地域住民の親睦・交流

の促進です。

快適な生活環境づくりとして、ごみ収集場

の掃除、町内のごみ拾い、街灯の取りかえ、

歩道の花植えなどを行って、住民が気持ちよ

く快適に過ごせるよう活動しております。ま

た、安全で安心して暮らせる地域づくりのた

めに、防災と防犯に尽くしております。

防災では、１９６１年に制定された災害対

策基本法に基づいて、町内会は市民による自

主防衛組織のかなめとなっております。１９

９５年の阪神・淡路大震災では、倒れた建物

などからの救出者の約７７％は、家族や隣近

所の住民によるものと言われております。ま

た、都会の連帯の希薄な町内会のある地域で

は、建物に閉じ込められて亡くなったたくさ

んの御老人の被害者がおり、一方、淡路島の

田舎の連帯の密な町内会のある地域では、そ

のような被害者は一人も出なかったと報告さ

れております。

高齢化により、地域の独居老人や寝たきり

の老人は確実にふえています。そのような震

災弱者をどのように支援するかは、今日の重

大な課題となっております。多くの町内会で

は、日ごろの活動を通じ、どこにそのような

震災弱者が住んでいるのかという情報を詳し

く把握しております。そのような町内会で

は、災害が起こったとき、救急車や消防車が

着く前に住民が救助に当たることが期待され

ております。このように、町内会の防災救助

機能は、今日、最重要視されているのです。

また、防犯に関しては、地域社会の連帯が

弱いところほど犯罪にとっては好都合と言わ

れております。町内会は、夜間パトロール、

地域の学校やその他の組織との情報交換、危

険マップづくり、こども１１０番の家などの

活動を通して、共同の防犯意識を高めると同

時に、犯罪に対する抑止機能を展開しており

ます。また、町内会は、地域住民の親睦・交

流の促進のために、新年会、バーベキュー、

盆踊り、トランプ大会など、いろいろなレク

リエーションを行っております。このような

活動の重要性は、なかなか理解されにくいの

ですが、実はこれらの活動によって住民はよ

り親密になり、団結力を強め、地域社会の共

同意識を深めることができるのです。

その他にも、町内会は、広報、チラシの配

布、募金活動、アンケート調査の協力などの

行政の事務委託を行っております。これに

よって、行政はその政策を住民に理解しても
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らい、協力をお願いできるとともに、町内会

は地域住民の要求や問題を行政に届けること

ができるのです。

このように、町内会は、地域社会の核とし

て多様な機能を持って日々活動しておりま

す。これにかわり得る組織はないのです。町

内会の弱体化は地域社会の崩壊につながり、

ひいては行政の遂行に支障を来すものとなる

のです。町内会の有意義性は常に市民に確

認・評価されていなければなりません。その

確認・評価が町内会の弱体化を防ぎ、よりよ

い発展につながるものと思いますが、市はど

のように考え取り組んでいくか、お伺いいた

します。

次に、三沢市のお土産品について質問いた

します。

先日、インターネットをブラウジングして

おりましたら、二つの信じられないブログと

チャットに出会いました。一つは、三沢に来

て、アメリカ村はきれいだったけれども、お

土産に何を買えばよいかわからないから、何

も買わないで帰ったというもの。もう一つ

は、これから三沢に行くけれども、お土産は

何がよいかというチャッターの問いに、もう

一人が、何もおいしいものはないという返

事。これは、単なる例外的な意見だと自分の

心に言い聞かせて、今、話題のエアホース

バーガーを賞味したく、くれ馬ぱーくを訪れ

ました。そのとき、四、五人の６０代の御婦

人が特産品売り場を足早に駆け回り、そのう

ちの１人の「三沢のお土産は何にする」とい

う問いかけに、他の１人が「何もないよ」と

返事を返していました。

さて、皆さんにお聞きしたいのです。これ

らの意見は例外的なものと片づけることがで

きるのでしょうか。果たして、三沢にはお土

産品となるものが何もないでしょうか。それ

とも、あるのに、宣伝や売り込み不足のため

訪問客に周知されていないだけなのでしょう

か。

三沢には、年間数十万人もの人が訪れると

言われています。１人５００円のお土産を

買ったとしても、地元には数千万円ものお金

が落ちることになります。広告、売り込み不

足で、このようなビジネスチャンスを逃して

いたとしたら、本当にもったいないことで

す。

さて、市役所のロビーに三沢市のお菓子な

どが展示してあります。展示してあるという

ことは、三沢を代表するお菓子として市が認

めていることなのです。名前を挙げてみま

す。みちのくロマン、はまなすっ子、三沢っ

子、赤い飛行機、きざき野、ビードルクッ

キー、仏沼の夕日などです。その幾つかを

買って食べてみましたが、どれも個性的でお

いしいものでした。

お土産品はあるのです。問題は、訪問者が

知らないだけなのです。これらの商品を載せ

たチラシなどをつくって、戦略的な場所であ

るＭＧプラザやくれ馬ぱーくの特産品売り

場、ホテルのフロント、鉄道駅や空港などに

置くことも必要でしょう。また、ブログや

チャットにすぐ返答を載せることもできま

す。その他いろいろな方法が考えられると思

いますが、市は、お土産品の宣伝、広告、売

り込みに積極的に関与しているのでしょう

か、市のお考えをお聞きしたいと思います。

最後に、ペットボトルの分別について質問

いたします。

私たちが暮らす２１世紀の世界の合い言葉

は、エコロジーです。その意味するものは、

地球環境を守るということです。そのため、

地球温暖化の防止と資源の無駄遣いをとめる

ことが、今、世界じゅうで声高に叫ばれてお

ります。

我が国も世界の国々と歩調を合わせて、四

つのＲ、リフューズ、リデュース、リユー

ス、リサイクルの促進に積極的に取り組んで

おります。そして、この四つのＲの中の一

つ、リサイクルにペットボトルも含まれてお

ります。

しかしながら、ペットボトルのリサイクル

の有効性に大きな疑問が投げかけられ、分別

回収の必要性が揺らいでいるのです。その主
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な理由は四つあります。一つは、回収率や再

商品化率が低いこと。ある調査では、回収率

は６５％、再商品化率２０％となっておりま

す。また、大量の回収されたペットボトルが

中国に輸出されているとも聞きます。第２

に、自治体の負担が大きいこと。回収から保

管までの費用は自治体の負担となっているか

らです。第３に、生ごみを焼却するには、

ペットボトルなどを燃やしたほうがエネル

ギーの消費が少ないことです。そして最後

に、ペットボトルの再利用に、そのペットボ

トルの形成のときの何倍ものエネルギーがか

かるということです。

もちろん、これらの指摘に対する反論もあ

るわけです。しかしながら、このような主張

が大きく取り上げられるのも、それなりの正

当性があるわけです。

市は独自にこのことについて調査し、この

ような主張に合理性があるとわかったなら

ば、ペットボトルの分別をやめることも考え

るべきと思いますが、どのようなお考えか、

お伺いしたいと思います。

以上で、質問を終わります。御返答、よろ

しくお願いいたします。

ただいまの６番藤田○議長（馬場騎一君）

光彦議員の質問に対する執行部の答弁を求め

ます。

市長。

おはようございま○市長（種市一正君）

す。

ただいまの藤田議員さんの御質問のうち、

三沢市のお土産品については私から、そのほ

かについては担当部長からお答えさせますの

で、御了承願いたいと思います。

お土産菓子につきましては、販売を希望す

る業者の土産菓子を道の駅みさわの売店で販

売するほか、ＭＧプラザ、まちの駅において

も、商工会が市内の菓子製造業者全店に声を

かけまして、販売を希望する業者の土産菓子

を販売しているわけであります。菓子製造業

者によっては、手数料や商品補充の手間など

の面から、自社店舗以外での販売を希望しな

い方もありますが、随時受け入れる態勢は

整っております。

また、当市では、これまでみずから企画し

た土産菓子ビードルクッキーと仏沼の夕日を

三沢市観光協会の事業として発売し、県立三

沢航空科学館や三沢空港売店などで売ってい

ただくなど、お土産の充実に向け取り組んで

おりまして、現在も寺山修司記念館関連土産

としてテラシューと名づけたシュークリーム

や家出のするめなど、新商品開発についても

鋭意進めているところでもあります。

お土産菓子以外では、ミス・ビードル号や

基地関係飛行機の絵柄のついたトレーナーや

缶バッジ、マグカップ、ステッカーなど、市

内外の業者が製作したさまざまな商品や三沢

市観光協会が開発したビードルくんのマス

コットやほっき丼キューピー、三沢キュー

ピーなどが各所で販売されております。

このような三沢のお土産については、三沢

市観光協会のホームページで宣伝するととも

に、当市では、地元の８種類の土産菓子と、

こうじなんばん、にんにくみそ、ミス・ビー

ドル号の紙飛行機を写真入りで掲載した三沢

市観光ガイドパンフレットを作成し、三沢駅

や三沢空港、市内の主なホテルやレンタカー

営業所、青森市の観光物産館アスパムや青森

県東京事務所などに設置しその宣伝に努めて

いるほか、機会をとらえては新聞や雑誌の記

事となるよう取り組んでおります。

当市としては、例えば三沢市のお土産とし

て奨励すべき人気商品を宣伝して、それを重

点的に宣伝することなども今後検討してまい

りたいと考えております。

私からは、以上でございます。

政策財政部長。○議長（馬場騎一君）

御質問の１○政策財政部長（澤口正義君）

点目でございます町内会の意義についてお答

え申し上げます。

町内会は、行政と市民とをつなぐかけ橋と

して重要な位置づけにありまして、地域づく

りの大きな役割を果たしてきております。

ただいま議員さんからもお話がございまし
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たように、交通安全、防犯、防災、青少年育

成や環境美化、公園、集会所などの維持管理

を行うなど、地域住民が安全・安心に暮らせ

るまちづくりに大いに貢献していることは、

だれもが認めるところであります。

さて、現在、各町内会では、会員の高齢化

や減少などにより町内会活動が停滞してきて

いることや、地域住民間の連帯感が薄れてき

ていることなどの問題を抱えております。町

内会独自の加入促進の取り組みとしては、会

報やチラシを各世帯に配布するなど、自分た

ちで町内会活動についてＰＲしている町内会

もあります。

町内会は、行政の一部機能を補完するとと

もに、自分たちの地域のことは、自分たちで

治めていくという住民自治を推進するための

重要な役割を担っております。このようなこ

とから、市では昨年度、町内会の活性化や住

民の連帯感をより一層充実していただき、地

域の課題解決や町内会の加入促進に取り組ん

でいただくために、町内会活性化事業を実施

したところであります。また、広報みさわに

おいて、町内会の活動を紹介する「うちの町

内自己紹介」や加入の案内などを掲載してま

いりましたほか、転入者に対しましては、

「ようこそ三沢市へ」の一面に加入促進につ

いてお知らせしてまいりました。

市といたしましては、今後とも町内会と連

携を図りながら、その重要性や意義などを広

報みさわやマックテレビを活用して、市民に

対してより効率的な周知の方法等を検討し

て、加入促進につなげてまいりたいと考えて

おります。

私からは、以上であります。

民生部長。○議長（馬場騎一君）

御質問のペッ○民生部長（野々宮忠良君）

トボトルの分別についてお答えいたします。

当市におきましては、容器包装に係る分別

収集及び再商品化の促進等に関する法律、い

わゆる容器包装リサイクル法に基づき、ペッ

トボトルの分別収集を平成９年度から実施し

ているところであります。

この法律は、一般廃棄物の減量及び再生資

源の十分な利活用を通じて、廃棄物の適正な

処理及び資源の有効な利用の確保を図り、生

活環境の保全及び国民経済の健全な発展に寄

与することが目的となっており、国、地方公

共団体、事業者及び消費者それぞれに役目が

定められ、市町村は、その区域内における容

器包装廃棄物の分別収集に必要な措置を講ず

るよう努めなければならないとされていると

ころであります。

現在、ペットボトルにつきましては、リサ

イクルに要するコストなどを理由として焼却

すべきとの意見もございますが、当市の焼却

施設の重油の使用は、焼却炉の点火時に炉内

の温度がダイオキシン類の発生を抑制する８

００度程度に上がるよう、また消火時には８

００度程度の温度を保ちながら燃やし切るた

めに使用するのみであり、燃焼中は、焼却後

のガスを利用した熱い空気を送り込むことに

よって８００度程度の燃焼を維持できるシス

テムとなっております。このことから、当市

の焼却炉は、重油の使用量を減らすことを目

的としてペットボトルの焼却を検討するにな

じまない焼却炉であり、これまで同様、ペッ

トボトルのリサイクルのため、国の方針に基

づき、引き続き分別収集を行ってまいりたい

と考えております。

以上でございます。

６番。○議長（馬場騎一君）

再質問させていただ○６番（藤田光彦君）

きます。

まず、お土産品についてですけれども、確

かにお土産品はあるということは私も承知し

ております。

ただ、問題は、先ほど言ったように、ＭＧ

プラザ、くれ馬ぱーく、物産館にただ商品を

置くというのではなくて、これが三沢のお土

産品だというものの一覧表を写真つきでつ

くったチラシを置いておけば、ネットで見て

わからない人でも、現場に来てわかる、そし

てパッと買ってくれるのではないかと。そう

いう意味で、チラシとかを現場に置いておく
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が一つの手ではないかと思って、そういう質

問をしたのです。

もちろん、商品を売ってほしい業者は即売

店に置くと思いますけれども、やはりその場

に一覧を載せたチラシを置くというのが一番

効果的だと思うのです。

私がＭＧプラザの特産品売り場に行って

も、くれ馬ぱーくの特産品売り場に行って

も、そういうチラシが何も置いていないとい

うことは、ちょっと売り込み不足があるので

はないかと思っております。そういう意味

で、チラシとかそういうものをつくって置く

ようなことを検討できるかどうか。

もう一つ、市長さんにお伺いしますけれど

も、市長さんはいろいろなところへ出張で

行っていると思いますけれども、そのとき

に、三沢を代表するようなお土産品を持って

いくのでしょうか。もし持っていくとした

ら、何を持っていくのでしょうか、そこをお

聞きしたい。

次に、町内会についてお聞きします。

確かに、町内会の皆さんは一生懸命頑張っ

ておられます。チラシ、広報で加入を募集し

たり、それから町内会の活動を紹介したり、

一生懸命頑張っておられます。ところが、そ

れに反して町内会への加入率が、これは広報

に載った資料ですけれども、平成１３年から

平成２１年まで１０％も下がっています。約

６年で１０％も下がっております。しかしな

がら、世帯数は上がっているのです。微妙に

ふえているのです。ところが、加入率は下

がっている。これは一体何に原因があるの

か、私もいろいろなことを考えているのです

けれども、よくわからない。

先ほど言ったように、社会的現象と言えば

簡単なのです。地域住民の連帯が希薄化して

いる、住民が孤立化を望む、そういう社会的

現象と言うのは簡単ですけれども、それに対

して、地域社会はしっかりと固まっていなけ

れば、市全体の運営がなされない。そういう

重大な核となるのが町内会なのです。ですか

ら、こういう社会的現象を乗り越えられるよ

うな策をつくらなければならない。そういう

意味で、単なる文章で勧誘する、それを乗り

越えた何か別なものはないか、そこを私は考

えてほしいと思っております。

先ほど聞きました市が考える町内会の存在

理由、位置づけは、私と同じです。私も、町

内会は地域の核となると思っております。そ

ういう意味で、位置づけは同じなのです。し

かしながら、そういう重要性をもっともっと

住民に周知させて、加入率を高めるには何が

いいかということを皆さんと一緒に考えてみ

たいと思います。

人を説得するには、主に四つあるといいま

す。一つは、その活動の意義を周知させる。

もう一つは、一生懸命やっている人を褒めて

顕彰する。もう一つは、その見返りとして何

かを与える。そして最後は、強制よりないの

です。これは任意団体なので強制は無理です

けれども、今、私たちは、この三つの中でい

ろいろなことを組み合わせながら住民を説得

していかなければならない。そういう意味

で、単なる広報に文章を載せる以上に何かで

きないかを質問いたします。

それから、ペットボトルについて質問いた

します。こういうことを質問すると、多分、

環境省から私のところに苦情が来るかもしれ

ませんけれども、容器包装リサイクル法は、

確かにペットボトルをどんどん回収してリサ

イクルしてくださいという、これは促進法な

のです。これは罰則法ではありません。しか

も、これは私たちに回収しなさいという義務

を与えているのですけれども、どのぐらい回

収しなさいという義務は与えていないので

す。ですから、結構この法律は抜け道が多い

のです。どのぐらい回収して、どのぐらい焼

却するという幅は、こちらで決めることがで

きるわけです。

今言った話ですと、我々の焼却施設はペッ

トボトルを燃やしても何も効果がないという

話ですけれども、しかしながら、空気を８０

０度に熱くして送り込む、そして燃やす。そ

のとき、ペットボトルがあるということは、
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溶けてどんどん燃えることになるのです。つ

まり、焼却時間を減らすことができるという

ことは、それだけエネルギーを節約できるの

です。

そういうことをいろいろ考えて、私はこう

いう質問をしたのですけれども、果たして本

当に我々の使っている焼却施設は、ペットボ

トルを燃やす意味が全然ないということなの

か、それとも、もし考えればペットボトルを

燃やすことができ、そして焼却時間を短くす

ることができるのではないかと私は思ってい

るのですけれども、そこをもう一回質問させ

てください。

答弁願います。○議長（馬場騎一君）

市長。

再質問にお答えいた○市長（種市一正君）

したいと思います。

土産菓子について、なかなか宣伝が行き届

いていない。パンフレット等をつくって云々

というようなことであります。

私どもも方々に旅行しますと、ホテルに泊

まって、あるいは行政等にも「ここは何が特

産ですか」とか「お土産品としてどういうも

のがありますか」とか、当然聞くわけであり

ます。そうすると、それなりに返って来るわ

けですけれども、三沢においては、御指摘の

ように、何をと言っても、なかなか返ってこ

ないという話があるわけであります。

そのことについては、私も何とかしなけれ

ばならないということで、先ほども申し上げ

たように、ある程度三沢市が推奨するものを

集めて、選定するとか認定するとか、一応聞

かれたときに、これとこれとありますよと即

座に答えられるようなものをつくっていかな

いと、なかなか市民の皆さんも、三沢の土産

菓子は何かということでも戸惑いがあるので

はないのかと。この前も、そういう取り組み

をしたらどうかということをるる申し上げて

おりまして、そういうことに取り組みたい

し、もう一つは、やはり特産というものをき

ちっと整理して宣伝していく必要があるだろ

うと。

市長は何を土産に持っていくのだと、こう

いう質問であります。

土産については、相手方によって選定す

る、そういうものであると思います。何でも

かんでもこれということでなくて、相手を考

えながらお土産を持っていっておりますけれ

ども、あえて言えば、最近多いのはニンニク

でございます。いろいろありますけれども、

そういうことでお答えします。

政策財政部長。○議長（馬場騎一君）

町内会の意○政策財政部長（澤口正義君）

義についての再質問にお答え申し上げます。

町内会員の減少している理由、議員さんか

らもお話がございましたように、大きな意味

で申し上げますと、現代社会において価値観

が多様化・複雑化する中で、どちらかという

と個人主義傾向が非常に強まってきているの

が大きな時代背景ではないでしょうか。ま

た、当市特有の事情であると私は思っており

ます。一つには、自衛隊の方々の件なのです

が、基地内に単身者の営内居住者が相当数い

らっしゃるということもございます。また、

いま一つは、原燃関係の皆さんでございます

けれども、一定期間に限定された居住者が多

いという事情もございまして、御指摘のよう

に、１０％を超える加入者が少なくなってい

るのが現状でございます。

そこで、私どももこれまでいろいろなこと

をやってまいりました。特に、現在、力を入

れておりますことは、これは今に限った現象

ではないことから、平成１２年当時から、町

内会に対しまして、今、御指摘受けておりま

す加入促進のことも含めまして、三沢市職員

行政連絡員というものを全町内会に配置して

おります。これは、管理職以上、課長補佐以

上、課長、そしてリーダーには部長を配し

て、さまざまな連絡・連携をとっておりま

す。

この中でも、かつて私どもが町内会長さん

と一緒になって、町内会に加入していない皆

さんに加入を訴えてまいった経緯もあります

が、なかなかうまいぐあいにいかないという
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のが実情でございます。いずれにしまして

も、先ほど議員さんから三つの視点に立った

御提言もございましたことから、これらを参

考しながら、今後とも町内会等と連携の上、

粘り強く加入促進に努めてまいりたいと考え

ております。

私からは、以上でございます。

民生部長。○議長（馬場騎一君）

ペットボトル○民生部長（野々宮忠良君）

の分別についての再質問にお答えいたしま

す。

ペットボトルの焼却につきましては、焼却

した場合の熱量の焼却炉へ与える影響など、

さまざまな問題が考えられますことから、今

後とも国の方針に基づきまして、引き続き適

正に処理してまいりたいと考えております。

以上でございます。

６番。○議長（馬場騎一君）

再々質問いたしま○６番（藤田光彦君）

す。

町内会についてです。先ほど三つの提案を

いたしましたけれども、最後の提案です。つ

まり、一生懸命やっている方に少し何か見返

りを与える。

ことし、連合町内会は３０周年を迎えま

す。これを機に、町内会に加入している会員

に５００円ぐらいの商品券を与え、そしてそ

の活動を顕彰する。１万１,０００世帯ほど

が加入しておりますので、５５０万円、大し

て大きな金額ではないと思います。最後の手

段でも何でもないですけれども、三つの中の

一つ、見返りを与えるということも、この機

会に考えてみてほしいと思います。

それから、ペットボトルの件ですけれど

も、国の方針は確かにそうなのです。でも、

これからは地域主権、つまり、我々が独自に

自主的に物事を一つ一つ考えていかなければ

ならない、こういう訓練をしていかなければ

ならない。これは、本当にいい訓練になると

思います。ですから、国の政策が正しいと

か、そういうことではなくて、一体我々の財

政にとってどれくらい効果があるのか、そう

いうことを考えながら、いろいろな問題を自

主的に独自に考えていかなければならない、

こういう態度をつくっていくために必要だと

思います。

一つだけ質問いたします。

我々自治体は、法律に基づいてペットボト

ルの回収、洗浄、保管をやっております。こ

れは義務です。そして、我々が保管している

ものは、三沢市はたしか容器包装リサイクル

協会には出しておりません。契約しておりま

せん。直接、業者に出していると思うので

す。その業者に引き渡すための費用は毎年幾

らかかっているか、お聞きします。

民生部長。○議長（馬場騎一君）

ペットボトル○民生部長（野々宮忠良君）

に関する再々質問にお答え申し上げます。

現在、業者に販売しておりますが、販売に

係る費用はかかっておりません。逆に、収入

が若干ございます。以上でございます。（発

言する者あり）

洗浄等に関する費用でございますが、現時

点で手元に資料がございませんので、若干の

お時間をいただきたいと思います。よろしく

お願いします。

後で、藤田議員に答○議長（馬場騎一君）

弁願います。

以上で、６番藤田光彦議員の質問を終わり

ます。

それでは、一般質問を次に移ります。

１２番野坂篤司議員の登壇を願います。

みさわ未来の野坂○１２番（野坂篤司君）

篤司が、通告に従いまして一般質問させてい

ただきます。

４月に、新会派みさわ未来を６人の仲間と

立ち上げました。我々みさわ未来は、各議会

ごとに議会報告会、タウンミーティングを開

催することを決めました。ちなみに、９月議

会の報告会は、１０月１５日に予定しており

ます。

６月議会の報告会を６月２５日にさせてい

ただきました。市民の声を直接議会に届ける

こと、これを目的にしたタウンミーティン
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グ、議会報告会、タウンミーティングという

のは英語でありますが、日本語で懇談会とい

うことであります。その懇談会は大変有意義

でした。

懇談会では、出席した市民の多くの皆様か

ら、アメリカ村やＭＧプラザについての質問

が多数を占めました。私たちも勉強したつも

りでありましたが、質問に納得できるような

明確な回答を申し上げることができませんで

した。そこで、もう一度中心市街地活性化基

本計画に目を通してみましたら、基本計画の

中に理解できない事項や、そのように進んで

いないような箇所が見受けられました。私の

勘違いなのかを確認する意味でも、また、懇

談会に質問された多くの市民の皆様にもその

ことを明らかにするために、三沢市中心市街

地活性化基本計画について質問させていただ

きます。

今、議会は生放送録画ですが、テレビを見

ている方もたくさんいます。マックテレビに

はこの様相が映るわけであります。皆様も三

沢市役所のホームページをクリックすると、

中心市街地活性化基本計画の項目があります

ので、それを見ながら一緒に勉強していただ

きたい、そして一緒に勉強したいと思いま

す。

それでは、質問に入らせていただきます。

説明するまでもなく、この基本計画は、車

社会がもたらした郊外型立地により、まちな

か居住人口の減少などの問題が全国的に発生

したことから、閣議決定され、法律ができた

のであります。中心市街地の活性化に関する

法律に基づき、全国で１９番目、青森県では

青森市に次いで２番目に、内閣総理大臣から

平成１９年１１月３０日に認定され、直接、

種市市長が認定書を受け取ったわけでありま

す。

事業規模も８０億円を超えるもので、区画

整理事業、市道大町・ゲート前東線歩道整備

事業、アメリカ広場整備事業、ゲート前歩道

環境整備事業、ＭＧプラザ建設事業などが含

まれ、計画区域も、東側は三沢高校と住宅エ

リア美野原地区の境界線、西側は主要地方道

八戸・野辺地線と上久保小学校の境界線、南

側はおいらせ町の境界線、北側は米軍基地に

接する区域で、１２９ヘクタールと広大であ

ります。この計画は、ＭＧプラザだけがアメ

リカ村計画ではないのであります。

この計画は極めて重要な約束事であり、簡

単に申し上げると、国や市民との契約だと認

識しておりますので、そのことから、大きく

二つに分けて質問させていただきます。

はじめに、大きいほうの部分ですが、活性

化法第５条に「地方公共団体の責務として、

中心市街地の活性化を推進するよう所要の施

策を策定し及び実施する責務を有する」と規

定されており、認定計画の確実な実施が求め

られておりますが、認定計画に位置づけた取

り組み事業の中で、事業の取りやめや変更し

た内容及び取りやめたり変更した事業にかわ

る代替案、改善事項について、どのように

なっているのか、はじめに質問いたします。

二つ目として、三沢市では、中心市街地活

性化基本計画の認定以降、活性化法第１５条

に基づき、平成２０年７月２日に三沢市中心

市街地活性化協議会を設立しています。この

協議会は、認定基本計画の実施に必要な事

項、その他中心市街地の活性化の総合的かつ

一体的な推進に必要な事項について協議する

となっております。協議会の開催状況と検討

内容について伺います。

大きい三つとして、平成２２年３月付で、

三沢市は内閣府中心市街地活性化本部に認定

基本計画のフォローアップに関する報告をし

ております。これもインターネットで公開し

ておりますので、見られるようになっており

ます。その中に、目標達成の見通しとして、

国際色を楽しめる、にぎわいあふれる中心市

街地の目標指標、数字であります、休日歩行

者通行量、小売業年間商品販売額について、

取り組み進捗状況は予定どおりではないもの

の、目標達成可能と見込まれ、引き続き最大

限努力していくと報告していますが、具体的

にどのような取り組みをどのような計画で実
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施していくのか、伺います。

次に、３大プロジェクトについて伺いま

す。

三沢市中心市街地活性化基本計画に基づく

プロジェクトについては、中心市街地活性化

の具体化を図るために、ＭＧプラザの設備事

業、大通り地区集客拠点施設整備事業、市立

病院跡地活用事業の三つが最重要プロジェク

トであり、認定基本計画における目標達成の

正否を左右する事業であると思うのでありま

す。そのことから、それぞれの事業について

伺います。

はじめに、ＭＧプラザは、市民待望の拠点

施設でしたが、市民の多くが最初のパースで

見ていた施設イメージとは全然違う、アメリ

カ村の拠点施設に合わない等の意見が寄せら

れています。認定基本計画で位置づけた活性

化の基本コンセプト、国際色を楽しめる魅

力・活力・安全のあるまち、特に基本方針に

はアメリカンティストなライフスタイルを楽

しめる中心市街地の形成となっていますが、

少なくとも現在そのような状況には見られま

せん。残念ながら、テナントも余り決まって

いないようであります。

そのような状況に、「市に１億円要請へ」

の見出しで新聞に掲載されました。市民の皆

様は非常に心配していると思いますが、国や

市民との約束事の範疇で、果たして認定計画

に基づいているものなのか、認定基本計画と

その整合性について伺います。

二つ目として、大通り地区集客拠点施設整

備事業については、内閣府中心市街地活性化

本部への認定基本計画のフォローアップに関

する報告の中で、「平成２２年度において、

自己資金調達による事業化及びまちの駅機能

分担など、事業コンセプトや事業手法の見直

しを含め検討を行い、目標年次までの整備・

開業を図ることとしている」、目標年次とい

うのは平成２４年でありますが、このように

報告しております。現在どのようになってい

るのか進捗状況を伺います。

三つ目として、市立病院跡地活用につい

て、認定基本計画にまちなか医療・福祉・介

護施設整備事業として位置づけられており、

民間活力の導入を誘発するために、支援措置

として、国土交通省のくらし・にぎわい再生

事業の活用をすることとしております。さら

に、数値目標として、市営住宅整備等まちな

か居住施設の展開により、８７名の中心市街

地居住者の増加を図ると認定書には計画され

ています。認定基本計画とこのことについて

の整合性についても伺います。

次に、教育問題を質問させていただきま

す。

全国学力学習状況調査が４月２０日に実施

され、７月３０日に公表されました。今回か

ら抽出方式に変わったことで、結果の返却が

約１カ月早まり、教育委員会や各学校に届い

たのは８月はじめであり、２学期からの指導

改善に役立つことが期待されるとの報道があ

りました。

会社の経営でも人生でも、毎日気をつけな

ければいけないのは、常に自分の位置を知る

ということであります。つまり、現状認識が

大切だと思います。お医者さんでも、必ず現

状の体を検査してから治療いたします。

例えばの話ですが、市役所に電話がかかっ

たとします。「市役所に行きたいのですが」

と電話で聞かれ、聞かれた人は必ず「あなた

は今どこにいますか」と聞くはずでありま

す。ところが、その電話の人が「自分の位置

がわからない。今いるところがわからない」

と答えたら、これでは教えようがないのであ

ります。自分の位置を知らない人を裸の王様

といいます。

平成１９年に始まった全国学力調査は、今

回が４回目であり、小学６年生で受けた生徒

は中学３年生で、２度目の調査になります。

三沢市の教育は、この４年間でどのように変

化し、どのような進化をしたのか、興味のあ

るところであります。三沢市内小中学校の学

力・学習状況はどのような位置にいるのか、

その結果をもとにして、三沢の未来の教育に

どのように生かしていくのか伺います。
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次に、校庭の芝生化について伺います。

日本サッカー協会ではグリーンプロジェク

トを展開しています。これは、全国の希望者

に芝生のポット苗を無償で配付し、保護者や

子供たちが共同作業で植え、育てる事業であ

ります。

実例として、Ｊリーグの湘南ベルマーレが

地元の小学校に芝生の配付・育成の指導をお

手伝いし、グラウンドキーパーが保護者に芝

生の管理を指導し、ノウハウを学び、見事に

秋の運動会を全面芝生のグラウンドで開催し

たそうであります。

東京都でも、都内に約１,９００あるすべ

ての公立小中学校の校庭に芝生化する事業を

進めています。既に１２０校の校庭が芝生で

覆われたほか、モデル事業として、５６の幼

稚園・保育園の園庭が芝生化されているそう

であります。東京都では、緑化事業やヒート

アイランド現象の緩和を目的に始まった事業

ですが、副次的な効果が大きいといいます。

子供たちが外で遊ぶことが多くなり、保健室

に行く子供が大幅に減少したという報告もあ

ります。

私が何より芝生化に興味を持ったのは、芝

生の維持管理が難しいということです。芝生

の管理にはＰＴＡや地域住民の協力が必要で

す。子供が卒業すると親は学校への関心をな

くし、かかわりをなくしますが、芝生を通し

て学校にかかわるようになり、地域のお年寄

りたちがかかわりを持つことができて、その

ことで地域の活力がアップするのでありま

す。

三沢市では、寒冷地で難しいと思います

が、校庭の片隅からでも始めることが大事だ

と思います。校庭の芝生化で地域力の向上を

目指す試みに大きな価値があると思います

が、校庭の芝生化にどのように考えているの

か、伺いたいと思います。

以上で、質問を終わらせていただきます。

ありがとうございました。

ただいまの１２番野○議長（馬場騎一君）

坂篤司議員の質問に対する執行部の答弁を求

めます。

市長。

ただいまの野坂議員○市長（種市一正君）

さんの御質問のうち、中心市街地活性化問題

にかかわる基本計画については私から、その

ほかについては副市長及び担当部長などから

お答えさせますので、御了承願いたいと存じ

ます。

まず、基本計画の名称は三沢市中心市街地

活性化基本計画でございます。当市は、平成

１９年１１月３０日に全国で１９番目に内閣

総理大臣認定を受けまして、計画区間は平成

１９年１１月から平成２５年３月までとなっ

ているわけであります。

この計画には、一つとして、市街地の整

備・改善に関する事業、二つとして、都市機

能の集積に関する事業、三つとして、まちな

か居住に関する事業、四つとして、商業等の

活性化に関する事業、五つとして、交通など

の環境整備に関する課題、以上の五つの実施

事業のカテゴリーに分けられているわけであ

ります。

このうち、アメリカ村についてお尋ねの活

性化の整備事業は、中央地区都市再生土地区

画整理事業、市道大町・ゲート前東線歩道整

備事業、アメリカ村広場整備事業、市道フレ

ンドシップ通り線歩道整備事業、拠点施設整

備事業としてＭＧプラザ整備事業の五つがご

ざいます。中央町地区都市再生土地区画整理

事業は、施行面積が３.９ヘクタール、事業

費約６４億６,０００万円となってございま

す。

私からは、以上でございます。

副市長。○議長（馬場騎一君）

三沢市中心市街地○副市長（大塚和則君）

活性化基本計画の進行管理についての第１点

目から第３点目までの御質問にお答えいたし

ます。

第１点目の変更と改善点があるかにつきま

しては、三沢市中心市街地活性化基本計画

は、国際色を楽しめる魅力・活力・安心のあ

るまちという基本コンセプトのもと、魅力・
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活力を創出する三沢市の顔にふさわしい中心

市街地の形成、２点目として、アメリカン

ティストなライフスタイルを楽しめる中心市

街地の形成、３点目として、安心して住み続

け暮らせる中心市街地の形成、以上三つの基

本方針を定め、これに基づき、中央町地区都

市再生土地区画整理事業及びアメリカ村広場

整備事業など、５２の事業が計画に位置づけ

られております。これらの事業のうち、コ

ミュニティＦＭ放送事業、大型映像情報コン

テンツ提供事業は、事業費縮小のため、事業

を取りやめております。

次に、第２点目の三沢市中心市街地活性化

協議会の開催状況と検討内容についての御質

問にお答えいたします。

三沢市中心市街地活性化協議会は平成２０

年７月５日に設立総会が行われ、その後、平

成２１年８月４日に三沢アメリカ村事業計画

区域の状況について、第１種大規模小売店舗

立地法特例区域及び第２種大規模小売店舗立

地法特例区域について、大通り地区集客拠点

施設整備事業計画の件などについての説明報

告会がなされております。

次に、第３点目の御質問にお答えいたしま

す。フォローアップに関する報告に係る取り

組みについてでございます。

具体的には、休日歩行者通行量、小売業年

間商品販売額の向上を図るべく、アメリカン

デーをはじめ、昨年からは米軍基地ハーフマ

ラソン、三沢地産地消フェアを開催したとこ

ろであり、また居住人口、まちなか居住の向

上については、市立三沢病院跡地の活用事業

に取り組んでいるところでありまして、今後

におきましても当該事業等を推進し、三つの

目標値の達成に努めてまいりたいと考えてお

ります。

以上でございます。

経済部長。○議長（馬場騎一君）

３大事業の進○経済部長（米田光一郎君）

捗状況及び認定基本書との整合性についての

第１点目の御質問にお答えいたします。

ますはじめに、アメリカンティストなライ

フスタイルを楽しめる中心市街地の形成とい

う基本方針は、アメリカ村全体の基本方針の

一つであります。このことから、ＭＧプラザ

につきましても、その拠点施設としての性格

上、アメリカンティストなライフスタイルを

楽しめる拠点施設として、また、当市に根づ

いたアメリカ文化の国際交流を取り入れた核

施設として位置づけられているところであり

ます。

現在の状況は、商工会等がさまざまな方法

で出店募集等に努力し、その結果として、ま

ちの駅みさわ、チャレンジショップ、ピザ店

が出店しております。今後は、全国チェーン

の居酒屋及びパン屋の出店予定となっており

ます。当プラザの出店状況は、アメリカン

ティストと若干かけ離れておりますので、今

後はなるべくそれに近づけるよう、商工会等

に要請してまいりたいと思います。

しかし、休日歩行者通行量、小売業年間商

品販売額、まちなか居住の目標を達成すると

いう、まちなか再生の本来の目的も非常に重

要であると考えておりますので、商工会やま

ちづくり支援協議会と一体となって取り組ん

でまいりたいと存じます。

次に、２点目の御質問にお答えします。

大通り地区集客拠点施設整備事業でありま

すが、平成２１年度の国庫補助採択を目指し

ておりましたが、東北経済産業局との調整の

結果、事業採択にはなりませんでした。その

後、三沢大通りまちの駅株式会社は、自己資

金による事業実施を目指しておりましたが、

諸事情により事業の実施を断念したもので

す。このことから、今後の方針について、三

沢市中心市街地活性化協議会及び大通りまち

づくり委員会との協議が必要になるものと考

えております。

次に、３点目の御質問にお答えします。

市立病院跡地活用でありますが、三沢市中

心市街地活性化基本計画では、医療・福祉・

介護施設が望ましいとされております。この

ことは、平成１８年度に市民参加による市立

病院跡地利用検討委員会を組織し、平成１９
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年度まで協議を重ね、平成２０年度において

最終提言をまとめ、平成２１年度、三沢市の

基本方針として策定したところであります。

基本方針の内容につきましては、民間事業

者に跡地を売却して利活用させることを主と

しながらも、国・県等の公共機関の誘致の可

能性についても情報収集するものでございま

す。

平成２１年１１月に発表した市立三沢病院

跡地利用事業者提案募集要項に基づき、鑑定

評価額による跡地の購入希望を平成２２年１

月１４日から２月５日まで受け付けした結

果、申し込みがございませんでした。このこ

とから、同要項に基づき募集事務を中止した

ところです。現在は、同要項に基づき賃貸で

の準備が進行中であります。

三沢市中心市街地活性化基本計画は、医

療・福祉・介護サービス機能を提供する民間

事業者を誘導するとなっており、先般行われ

た市立三沢病院跡地利用審査委員会において

も、この点に十分配慮して選考が行われたも

のであります。よって、市立三沢病院跡地利

用は、三沢市中心市街地活性化基本計画に

沿ったものと考えております。

以上であります。

教育長。○議長（馬場騎一君）

野坂議員さん御質○教育長（吉田 健君）

問の教育問題の１点目であります、全国学力

学習状況調査結果及びその対応と活用につき

ましてお答えいたします。

義務教育の機会均等とその水準の維持向上

の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習

状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題

を検証し、その改善を図ることを目的に、小

学校は国語と算数、中学校は国語と数学のそ

れぞれ２教科で実施している全国学力学習状

況調査ですが、これまでの全校調査と違い、

今年度は抽出校による実施となりました。

これまでの調査結果同様、青森県の平均回

答率は、小中学校とも国語、算数、数学すべ

てで全国平均回答率を大きく上回っておりま

す。三沢市の平均回答率は、これまで、小学

校の国語、算数ともに全国及び青森県の平均

回答率を上回っております。中学校の数学は

全国平均及び県平均に達していませんが、中

学校の国語は県平均回答率に達していないも

のの、全国平均を上回っています。しかし、

今年度は、中学校の国語は全国及び青森県の

平均回答率を上回り、三沢市の学力が確実に

向上しているところでございます。

今年度の結果につきましては、これまで同

様、広報みさわを通して市民の皆様に公表で

きるよう、準備を進めているところでありま

す。

なお、教育委員会及び学校においては、調

査結果を分析するとともに、分析から明らか

になった事項であります知識の活用、記述

力、表現力などの育成に努めるとともに、一

人一人の児童生徒に対応した指導に努めてい

るところでございます。

また、子供たちの学力向上のためには、教

師の指導力及び授業力の向上が不可欠でござ

います。このことを踏まえ、来年度からの新

規事業になります、１年間にわたる教師みず

から教育課題に対応したテーマを設定し研究

する研究員研究センター事業を行い、教員の

資質向上に向けた取り組みを行ってまいりま

す。以上でございます。

次に、教育問題の２点目についてお答えい

たします。

学校に無償提供を受けて芝生化を図る取り

組みについては、地域の協力・連携を促進す

る大きな取り組みに発展し得る意義ある事業

であると推察いたします。芝生を育成し管理

する仕組みづくりを推進することにより、多

くの住民の学校への参画意識が高まり、子供

たちの笑顔がふえるなど、芝の管理技術だけ

ではなく、環境の整備も大切だということを

醸成することが期待されます。

子供が卒業すると、親は学校への関心が薄

れてしまうことがありますが、芝生がある

と、地域住民が連携して芝の管理という形で

学校にかかわるようになり、学校敷地内の芝

生化は地域力のアップにもつながるのではな
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いかと思います。

このたびの芝生化については、刈り込みや

水やりなど、日常的軽微な作業が維持管理の

中心となります。このことから、特に高齢者

の皆様を含めた地域の皆様との調和を図るこ

とで、さらなる地域力の増進につながる可能

性があると思います。

また、市内小中学校では、これまで花壇美

化活動にも積極的に努めているところであ

り、花壇コンクールを毎年開催し、その活動

の喚起を促し、たたえております。

さらには、古間木小学校では、学校支援地

域本部事業を展開し、地域コーディネーター

との連携により、専門能力を有する地域の協

力をいただき、花壇整備や樹木剪定及び芝生

の管理、そして施設補修などの事業を行って

おります。この事業活動との融合を図ること

が可能であれば、学校の芝生化環境づくりに

も大きな前進が見られる可能性があります。

これらを踏まえて、定例校長会にてこの取り

組みの趣旨を説明し、希望校を募り、相談し

てまいります。

今後におきましては、日本サッカー協会の

平成２３年度グリーンプロジェクトに申請す

るとともに、芝生苗の無償提供が獲得できる

よう努めてまいりたいと考えています。

以上でございます。

１２番。○議長（馬場騎一君）

幾つか再質問させ○１２番（野坂篤司君）

ていただきます。

はじめに、総括的なことでありますが、こ

の中心市街地活性化計画に約８２億円ぐらい

の予算が入っていると聞いておりますが、各

事業の金額と、それから、要するに三沢市民

が聞きたいのは、補助金があるのだけれど

も、三沢市から幾ら金を出すのだと、これが

大きなことであります。例えば、８２億円の

中で、全部丸々国から来るのだったら余り心

配しないのですが、ややもすると、半分の補

助ではないかなという話もあります。三沢市

で幾ら借金し、幾ら金を出すのかをまずお願

いしたいと思います。

それから、２番目であります。先般、渡辺

総務副大臣が来ましたが、実際に周りを見

て、この中心市街地活性化計画に対してどの

ような意見を持っていたのか、聞きたいと思

います。

次は、基本計画認定に当たって市民アン

ケートやシンポジウムを実施したのでありま

すが、先ほど変わったと言いましたね、いろ

いろ変えたものもありました。その変えたと

きにどのように説明し、シンポジウムなりア

ンケートなどをとって理解を求めたのかどう

か、それを聞きたいと思います。

それから、四つ目ですが、基本計画の１１

１ページに協議会というのがあります。先ほ

ど、２１年８月４日に協議会が開かれたと言

いました。これを見ますと、三沢市中心市街

地活性化推進協議会がありますけれども、こ

れに関して三沢市タウンマネジャーというの

が入っており、基本的に大変大事になると思

います。このタウンマネジャーは専門家であ

りまして、活性化計画にいろいろ指導、コー

チングすると思うのですが、現在、タウンマ

ネジャーをどなたがやっているのか、お願い

申し上げます。

それから、五つ目の質問でありますが、Ｍ

Ｇプラザのことであります。９月１日の中心

市街地活性化委員会のときに、１億円の要請

があったと新聞に出ていまして、それに関し

て質問した方がいました。この新聞では「正

式には要請はないのであるが、要請があれば

具体的に検討したい」と、このように副市長

が答えておりますが、具体的とはどのような

ことを指しているのか、お願いしたいと思い

ます。

それから、活性化法の１３条に「内閣総理

大臣は、認定基本計画が第９条第６項各号の

いずれかに適合しなくなったことを認めると

きは、その認定取り消すことができる」と書

いてあります。今のままでいったら、取り消

されることがあるのかないのか。大通り地区

集客拠点施設整備事業なども断念したとなっ

ておりますが、いろいろ変わってきて、取り
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消されたら大変なことになります。その辺も

きちっと対応していただかないとだめですの

で、取り消されることがあるのかどうか、そ

れもお願いしたいと思います。

それから、今度は学校の教育問題で学力調

査のほうですが、前回の４年前に受けた６年

生は、今度は中学３年生になりました。この

４年間でどのように成長したのか、また変化

したのか。同じ人が受けるわけですが、やや

もすると、小学生のときはとてもよかったけ

れども、中学生になったら下がったという話

もありますので、ぜひその辺もお願いしたい

と思います。

最後でありますが、芝生化であります。

私がいつも木崎野小学校などを見ている

と、大変なほこりが出て、住友化学さんに大

変な迷惑をかけております。昔の話ですが、

私が三沢高校にいたころに、一中と沢高のほ

こりがまともに入ってきまして、授業中止に

なって大変喜んだことがありますけれども、

二中などもそうですが、芝生があるというこ

とは、ほこりよけにもなるし、大変大事なこ

とだと思います。そういった部分も含めて、

モデルケースをつくってやっていただければ

と思いますので、先ほどの答弁でありました

けれども、そういう部分に優先順位をつけな

がらもやっていくという覚悟があるかどう

か、再質問させていただきます。

以上であります。お願いいたします。

副市長。○議長（馬場騎一君）

中心市街地活性化○副市長（大塚和則君）

基本計画の再質問についてお答えいたしま

す。

最初に、渡辺副大臣がお見えになって、ア

メリカ村を視察していただいたのですが、そ

の際にどういう御意見があったのかというお

話でございます。

私が一緒に同行いたしまして、御案内申し

上げました。副大臣は非常に関心を持たれて

おりまして、まず町並みがきれいだというお

話をされました。それから、お店にも入られ

まして販売状況についてもお尋ねになりまし

た。それから、こういう施設をつくった後、

お客さんをこの地域にどうやって誘客するか

が大事だという感想を述べられておりまし

た。その際に、私は、国からいただいた交付

金を使って、さまざまなイベント、まちづく

り、いろいろ用意したいというふうにお答え

しました。

それから、活性化基本計画にあります三つ

の基本目標がございます。居住、それから人

口、そういう観点からも努力してまいりたい

というふうにお話を申し上げました。

次に、事業の内容を変更しており、先ほど

５２事業あるというお話をして、既にＦＭと

大型スクリーンについては断念をせざるを得

なかったというお話をいたしましたが、これ

につきましては、２１年８月に開催された活

性化協議会において、この内容について説明

申し上げております。

それで、具体的には、これから基本計画の

変更手続が始まりますが、その手続をする際

に法律に基づいて協議会の意見を聞くことに

なっておりますので、意見を聞いて変更手続

を行う。これは、恐らく年度末あたりに変更

になろうかというふうに思います。

それから、タウンマネジャーはだれになっ

ているのかというお話でありましたが、これ

は、中心市街地全体のコーディネーターをや

る方ということで、事業者のほうでいろいろ

物色しているようでございますが、なかなか

適任者が見つかっていないということで、今

のところ、いろいろ探している段階だという

ふうに聞いております。

それから、ＭＧプラザの新たな支援要請に

ついて、要請があれば具体的に検討するとい

うふうに、私は確かにお答えいたしました。

具体的に検討する内容についてというお話で

ございますが、まずこの内容は、支援すべき

かどうかも含めてという意味と、支援すると

すればどういう方法があるのかということ、

それからどの程度の額が必要なのかという、

そういう意味でございます。

それから、確かに法律の１３条において
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は、以下三つの項目に適合しない場合はこれ

を取り消すことがあるという規定がございま

す。これにつきましては、私どもは変更する

際に、国の活性化推進室、経済産業省のほう

にいろいろ御相談申し上げております。こう

いう変更をせざるを得ないということで御相

談申し上げて、アドバイスをいただきながら

国と連携をとってやっておりますので、私ど

もとしては、法律にのっとった計画であると

いうふうに考えておりますので、決して取り

消しになることはないというふうに理解して

おります。

私からは、以上でございます。

経済部長。○議長（馬場騎一君）

アメリカ村全○経済部長（米田光一郎君）

体の事業費についてお答えします。

まず、中央町地区都市再生土地区画整理事

業は、事業費６４億６,０００万円でありま

す。このうち、その土地に一般会計から繰り

出した額が１３億１,７００万円、起債が約

２７億円でございます。この合計額と事業費

との差額が補助金額となります。

同じように、市道大町・ゲート前東線整備

事業は、事業費が８億５,５００万円、その

年に一般会計から繰り出した額が約１億１０

０万円、起債が１億４,９００万円でござい

ます。

アメリカ村広場整備事業は、事業費約２億

４,３００万円、その年に一般会計から繰り

出した分が５,１００万円、起債が７,０００

万円でございます。

市道フレンドシップ通り線歩道整備事業は

６,０００万円であります。その年に一般会

計から繰り出した分が９００万円、起債はご

ざいません。

ＭＧプラザの整備事業は、事業費６億１,

５００万円で、国の補助金が２億８,４００

万円、市の補助金が１億３,９００万円でご

ざいます。

以上であります。

教育長。○議長（馬場騎一君）

再質問の教育問題○教育長（吉田 健君）

第１点目にお答えいたします。

各学校におきましては、調査結果を教科ご

とに分析し、どの単元や学習内容に大きな落

ち込みがあるかを把握・検討し、必要に応じ

て再指導することにより、確実に学習内容の

定着を図る取り組みをしています。また、個

別指導を要する子供には、放課後等を利用

し、子供の理解力に即した指導をしていくこ

とになります。過度に定着度の落ちている内

容については、次年度、リカレント教育とし

て再指導するときに、特に問題点を意識し、

工夫した指導課程に基づく授業を展開するこ

とになります。

このことについては、学校教育課の計画訪

問や要請訪問等に各学校の学力向上策として

説明を受け、そのことについて、教育委員会

として適切な指導・助言をしているところで

ございます。その成果として、先ほど答弁さ

せていただきましたが、これまで中学校は、

国語、数学ともに県平均正答率に達していな

かった事態にありましたが、今年度は、国語

は全国及び県平均を上回る結果につながった

と考えています。

今後も、引き続き三沢市の子供たちの学力

向上に向けた教員の資質向上、とりわけ、授

業力、教科指導力の向上のため、教育委員会

としても助言・指導し、学校支援協力体制を

強化してまいりたいと考えております。以上

でございます。

次に、再質問の教育問題２点目にお答え申

し上げます。

芝生化の問題で、希望校があった場合は、

学校の芝生化は学校環境整備と位置づけて考

えてよろしいと思います。それと同様、今現

在行っている環境美化の一つとして、花壇整

備同様、芝生の申し込みが不採択の場合で

も、学校内に実行委員会を設置し、できる範

囲での取り組みをしていただきたいと思って

おります。

以上でございます。

１２番。○議長（馬場騎一君）

基本計画認定に当○１２番（野坂篤司君）
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たって、市民アンケートやシンポジウムでど

のように市民に説明、理解を求めていくのか

ということに対しての答弁はいただいていま

せんが。

副市長。○議長（馬場騎一君）

先ほど、変更内容○副市長（大塚和則君）

につきましては、活性化協議会のほうに説明

申し上げましたというふうにお答えいたしま

した。

これにつきましては、今のところ、特段、

変更内容について市民の皆さんにお知らせす

るということは考えておりません。

以上です。

１２番。○議長（馬場騎一君）

再々質問させてい○１２番（野坂篤司君）

ただきます。

先ほど、副市長が渡辺副大臣にいろいろ要

請した、いろいろ説明したという話を聞いた

のですが、渡辺総務副大臣がどういう感想を

述べて、とてもいいですねと言ったのか、悪

いと言ったのか、それをちょっとお願いした

いと思います。

それから、タウンマネジャーが私は一番大

事だと思うのです。早急に公募するなり、で

きれば１２月中ぐらいまで、次の議会までに

そういう人を求めないと、全然進まないと思

います。中心軸がないわけですから、やはり

学識経験者でこれをつくった人もいるわけで

すから、そういう部分に関してもきちっと公

募して、コーディネーターを早目に、できれ

ば次の議会ぐらいまでに早急に求めていただ

きたい。そういう考えがあるかどうか、質問

させていただきます。

最後であります。三つ目、具体的要請であ

りますが、どういう資金なのか。いろいろ精

査して考えると言いましたが、もしその１億

円なりが一企業の借金であって、借金の穴埋

めにも対応するのかどうか、それだけは聞き

たいと思います。

三つに対してお願いいたします。

答弁願います。○議長（馬場騎一君）

副市長。

中心市街地活性化○副市長（大塚和則君）

基本計画の再々質問にお答えいたします。

渡辺副大臣の感想というふうなお話でござ

いますが、先ほども申し上げたように、非常

に立派な施設ができましたねというお話で、

その際に、誘客が大事なので、その点はぜひ

頑張ってくださいというお話でございまし

た。

それから、タウンマネジャーの関係でござ

いますが、私どももそのように考えておりま

して、今後とも担当事業者のほうに要請して

まいりたいというふうに考えております。

それから、新たな支援金ということでござ

いますが、これにつきましては、それも含め

て具体的に検討することになると思います。

以上でございます。

以上で、１２番野坂○議長（馬場騎一君）

篤司議員の質問を終わります。

ここで、先ほどの藤田議員の一般質問にお

ける未答弁の部分について、執行部の答弁を

求めます。

民生部長。

ペットボトル○民生部長（野々宮忠良君）

の回収に係る費用についてお答え申し上げま

す。

ペットボトルにつきましては、収集後一括

して取引業者へ売り渡すため、改めて洗浄、

保管等に係る費用はかかっておりません。

なお、収集費用につきましては、家庭系ご

みの燃やせるごみ、燃やせないごみ、資源ご

みを合わせまして回収業者への収集委託費用

の中に含まれているものでございます。

以上でございます。

それでは、一般質問○議長（馬場騎一君）

を次に移ります。

８番太田博之議員の登壇を願います。

８番、みさわ未来の○８番（太田博之君）

太田博之でございます。

それでは、通告に従いまして一般質問をさ

せていただきます。

はじめに、防災問題、防災ボランティア活

動の本市における支援体制について伺いま
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す。

ことしの夏は記録的な猛暑が続き、その影

響もあり、全国的に集中豪雨が多発し、河川

のはんらんや土石災害が全国各地で発生いた

しました。

さて、猛暑といいますと、ことしは全国の

広い範囲で、梅雨明けした７月１７日から８

月３０日までに、熱中症がきっかけと見られ

る死者が全国で少なくとも４９６人に上るこ

とが、３１日、消防や警察、自治体に対する

自治通信社の取材でわかりました。これは、

気象庁の統計で、８月の平均気温がほぼ全国

で戦後最高を記録する猛暑となったことが影

響し、９月も厳しい残暑が続く見通しで、同

庁などは引き続き注意を呼びかけているとの

ことでございます。

そうした中、昨日、９月９日は救急の日で

ございました。ことしは、この猛暑によって

全国で３万人に及ぶ方々が救急搬送されてお

り、三沢市消防本部の救急隊の方々に確認し

たところ、本市では、ここ数年、熱中症での

救急搬送がなかったものの、さすがにことし

は、熱中症の疑いのある方を含めると約１５

名の方々を搬送したとのことでございます。

この場をおかりいたしまして、日夜市民の生

命を守る全国の救急隊員の方々、そしてま

た、救急医療関係者の方々へ心から敬意と感

謝を申し上げるところでございます。

さて、この異常気象が続く中、先ほど申し

上げました集中豪雨等で被災された家屋の泥

かきなど、被災地や被災者の活力を取り戻す

ために、猛暑の中、数多くのボランティアの

方々の復興活動が広く報道されております。

このような活動は、例えば、古くは関東大

震災時、近年でも、平成２年の雲仙普賢岳噴

火災害や平成５年の北海道西南沖地震災害な

どの際にも見られましたが、何といっても平

成７年１月１７日に発生した阪神・淡路大震

災では、延べ１３０万人以上の人々が各種の

ボランティア活動に参加したことにより、防

災ボランティア活動の重要性を改めて広く認

識させるきっかけとなりました。

そのため、同年７月、我が国の災害対策の

基本となる防災基本計画の中に、防災ボラン

ティア活動の環境整備及びボランティアの受

け入れに関する項目が設けられ、同年１２月

には災害対策基本法が改正され、国及び地方

公共団体はボランティアによる防災活動の環

境の整備に関する事項の実施に努めなければ

ならないことが法律上明確に規定され、ボラ

ンティアという言葉が我が国の法律に明記さ

れたのは、これがはじめてのこととなりまし

た。

また、同年１２月には、国民が災害時にお

けるボランティア活動及び自主的な防災活動

についての認識を深めるとともに、防災への

備えの充実強化を図る目的として防災とボラ

ンティアの日――これは毎年１月１７日でご

ざいます、そしてまた、防災とボランティア

週間――これは毎年１月１５日から２１日ま

での創設が閣議了解され、これに基づき防災

とボランティアの集いを開催するなど、国や

地方公共団体等は全国各地で防災ボランティ

ア活動に関するさまざまな普及啓発活動を

行っております。

昨今の大災害においては、多数のボラン

ティアが被災地に設置された災害ボランティ

アセンターを拠点に、地元の行政や社会福祉

協議会等と協働して、避難所の物資配付や家

屋の泥かき等の活動に参加し、被災地の大き

な助けとなっております。

防災ボランティア活動は、個々の自由意思

に基づく自主的・自発的な活動であり、その

内容や形態はさまざまであります。また、防

災ボランティア活動は、被災地における公助

だけではカバーし切れないきめ細やかなニー

ズへの対応も可能であり、労力だけでなく被

災地の心の支えにもなり得る存在として大き

な役割を果たしてきております。

しかし、余りに大量にあるいは無秩序にボ

ランティアが被災地に入りますと、有効な活

動につながらないばかりでなく、被災地の受

け入れ負担を増大させるおそれもあり、刻々

と変わり得る被災地ニーズを的確に把握し、
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被災地の負担増を招かずに、安全に活動を持

続させる仕組みづくりが重要であります。ま

た、遍在するボランティア希望者と支援ニー

ズとの相互調整、運営側スタッフの確保、行

政や各種機関との連携なども必要となってき

ており、防災ボランティア活動に関する総合

的な調整の場が必要になってきているのも事

実であります。

さらに、近年、相次いだ災害の教訓を踏ま

え、ボランティア関係者と行政、社会福祉協

議会、町内会、高校や大学生の代表者等が意

見交換するなど、平時における備えについて

具体的に検討を始めた地域も見受けられるな

ど、災害時以外の局面における防災ボラン

ティア活動の活発化が注目されているところ

でもございます。

そこで、お伺いいたします。

三沢市地域防災計画では、地震津波災害時

における応急対応に必要な人員を確保すると

ともに、被災者の多様なニーズへ対応し、円

滑な被災者救援活動を支援するため、平常時

から防災ボランティア活動の支援体制を図る

ものとするとございます。

その中で、まず１点目、関係機関の連携・

協力について、２点目、防災ボランティアの

育成について、３点目、防災コーディネー

ターの養成について、４点目、ボランティア

団体のネットワークの推進について、５点

目、防災ボランティアの受け入れについて、

６点目、本市では、６年ぶりに先月設立され

たと聞きました三沢市ボランティア連絡協議

会について、以上６点における防災ボラン

ティア活動にかかわる本市の支援体制につい

て、お伺いいたします。

次に、選挙問題、先般７月１１日に行われ

た参議院選挙についてであります。

私は、これまで選挙開票事務の効率化につ

いてたびたび質問してまいりましたが、本市

は、選挙管理委員会並びに職員の創意工夫の

中で、開票事務においても着実に開票時間の

短縮、経費の縮減に実績を積み上げてきてい

ただきました。このことは、きょうここに

持ってまいりました「コンマ１秒の改革から

始まる自治体業務改善・スピード開票実践マ

ニュアル」、これは早稲田大学大学院教授、

元三重県知事でございます北川正恭先生が監

修し、早稲田大学マニフェスト研究所が編著

したものでございますが、この中でも、地方

自治体の気づきから思い込みを打破して意識

変化が起き、改善・変革へつながる好事例と

して、三沢市の選挙管理委員会の取り組みが

紹介されるなど、市職員の意識改革につな

がったものと、私自身も自負しているところ

でございます。

そうした中、さきの６月に開催されました

第２回定例会において、７月に行われた参議

院選挙において開票時間並びに経費の削減目

標値をどのように設定されるのかお伺いした

ところ、開票時間につきましては、前回の４

時間４５分を４５分短縮して４時間で終えた

いとの答弁がございました。あわせて、開票

にかかわる経費につきましては１５万円ほど

縮減に努めたいと、意気込みを語られまし

た。

さらに、再質問で、国の参議院選挙におけ

る委託金の２割カット、これは約５８０万円

程度になりますが、この削減についても、答

弁では、現時点で、投票所の立会人を３名か

ら２名にすることで４７万円を削減、啓発用

マスコットの購入取りやめにより６７万円を

削減、選挙啓発用道路看板の設置を取りやめ

ることなどで１８万円を削減、選挙用備品と

しての投票用紙読み取り分類器の購入を取り

やめすることにより９４万円をそれぞれ削減

するなど、総額に見合う経費の削減を図るこ

とを予定としているという答弁でございまし

た。

そこで、お伺いいたします。

前回の定例会で答弁した内容について、今

回の参議院選挙でどのような結果になったの

か、お伺いいたします。

以上で、私の質問を終わります。

ただいまの８番太田○議長（馬場騎一君）

博之議員の質問に対する執行部の答弁を求め
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ます。

市長。

ただいまの太田議員○市長（種市一正君）

さんの御質問のうち、防災問題については私

から、選挙問題については選挙管理委員会委

員長がお答えいたしますので、御了承願いた

いと思います。

まず、防災ボランティア活動対策の１点目

から５点目までについてお答えいたします。

防災ボランティアにつきましては、阪神・

淡路大震災において国や自治体の対応のおく

れが指摘される中、防災ボランティア活動が

被災地の復旧あるいは復興支援、被害者の生

活再建支援などに大きな役割を果たしたとこ

ろであります。このことから、当市で大規模

災害が発生した場合においても、災害対応

は、当市や防災関係機関のみでは限界がある

ことから、自主防災組織や防災ボランティア

との連携による災害対応が欠かせないものと

認識いたしております。

現在、当市においては、防災ボランティア

団体として、三沢市社会福祉協議会、三沢赤

十字奉仕団の２団体が活動いたしておりま

す。災害発生時に対応できるよう、毎年開催

される三沢市防災訓練や各種研修会に参加し

ております。

まず、防災訓練においては、三沢市社会福

祉協議会が中心となり、市職員と合同で防災

ボランティア受け付け訓練を実施し、大規模

災害発生時に全国から駆けつける防災ボラン

ティアの受け入れ態勢の整備を図るととも

に、三沢赤十字奉仕団の炊き出し訓練におい

ても、市職員と合同で避難所での食糧供給に

迅速に対処できるよう訓練を実施していると

ころであります。また、各防災ボランティア

団体において、災害ボランティアコーディ

ネーター養成研修会、家庭看護法の実技講習

会が行われております。

以上のことから、これまで当市と各防災ボ

ランティア団体との間では、訓練等を通じま

してその連携と、災害などが発生した場合の

連絡体制が構築されておりますが、防災ボラ

ンティアの育成や防災コーディネーターの養

成については、連携が十分図られていないの

が実情であります。

したがいまして、今後、県及び近隣市町村

と連携し、防災訓練を通じまして、当市と各

防災ボランティア団体の連携のさらなる強化

を図るとともに、防災ボランティア要員を充

実させるために、一般市民や市職員を対象と

する防災ボランティア育成のための研修会あ

るいは講習会を開催し、また、防災ボラン

ティア団体相互の連携が深まるように、市が

主体となって活動・交流できる場を積極的に

提供してまいりたいと考えております。

次に、６点目の三沢市ボランティア連絡協

議会の活動についてお答えいたします。

最近の社会情勢としてボランティア活動が

注目を集めておりまして、広く社会に浸透

し、ボランティア活動の必要性は十分認識さ

れているところでございます。

三沢市ボランティア連絡協議会は、昭和５

２年に三沢市ボランティア協議会として設立

され、昭和６１年に三沢市ボランティア研究

協議会、平成３年には三沢市ボランティア連

絡協議会と名称を変更し、具体的な活動がな

いまま休止状態となりまして、三沢市社会福

祉協議会が連絡調整を行ったものと聞いてお

ります。

三沢市社会福祉協議会では、ボランティア

活動の推進は社会福祉協議会の事業の一つと

して定款にも掲げておりまして、全国社会福

祉協議会が取り組んでいる事業でもありま

す。三沢市社会福祉協議会には約１,０００

人ものボランティアの登録がなされているこ

となどから、当初からの目的であるボラン

ティア活動の相互の連絡調整あるいは情報交

換、円滑な実践活動、市民意識の高揚、活動

の発展推進を深く認識し、再組織されたもの

でございます。

当市といたしましても、ボランティアの必

要性は十分理解しておりますので、今後とも

それぞれの事業への協力はもちろんのことで

ありますが、これまで同様、三沢市社会福祉
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協議会と連携を図って、地域福祉の向上に努

めてまいりたいと考えております。

私からは、以上でございます。

選挙管理委員会委員○議長（馬場騎一君）

長。

選○選挙管理委員会委員長（河村幸利君）

挙管理委員長の河村でございます。

ただいまの太田議員さんの質問についてお

答え申し上げます。

まず、選挙問題であります参議院議員選挙

についての御質問にお答えいたします。

去る本年７月１１日に執行されました、第

２２回参議院議員通常選挙の開票時間につい

てでありますが、本年第２回定例会におい

て、開票終了の目標時間は、前回より４５分

短縮の４時間を目標に取り組むことを答弁申

し上げて臨んだところであります。その結

果、５３分短縮の３時間５２分で開票事務を

終えることができたところであります。

この要因といたしましては、これまで、当

選挙管理委員会として、先進自治体の取り組

みを参考に、開票事務の効率化の検討を重ね

てきたことについて実践したこととあわせ

て、特にかぎを握ると思われる開票立会人の

疑問票判定迅速化に向けて、詳細な説明と協

議の場となる開票立会人会議を開票時間前に

開催したことにより、十分な御理解と御協力

が得られたことも、要因の一つとして挙げら

れるものと認識しております。

次に、選挙費用の経費削減についてであり

ますが、まず開票事務の経費削減額は、前回

と比較して、人件費は約２０万円の削減とな

りましたが、開票会場設置機器使用料等がふ

えた関係で、開票事務経費全体では約１１万

円の削減となったところであります。

一方、国においては、このたびの参議院議

員通常選挙執行経費予算をこれまでより２割

程度削減することを決定しており、本年５月

に県から示された執行経費委託金の内示で

は、当市の配分額は、当初見込み額から２割

を超える削減となる約５８０万円の減額が既

に内定しております。このことから、国の削

減額に見合った当市の執行予算額削減に向

け、投票立会人の削減及び職員の人件費の削

減や選挙啓発用グッズの発注取りやめなど、

消耗品費の削減のほか、開票迅速化のための

備品となる投票用紙読み取り分類器購入取り

やめによる経費節減に努めました。その結

果、前回の参議院選挙執行経費をベースとし

た当市の当初予算額から、約２４％となる約

６４０万円の削減が図られたところでありま

す。

当選挙管理委員会といたしましては、今後

とも厳正かつ効率的な選挙管理事務執行の責

務を全うできるよう、引き続き先進自治体の

調査研究等を継続しながら、絶えず事務改善

に努め、目標達成に向け、実践を通して行政

改革の礎となるべく、望ましい選挙管理事務

執行のあり方を構築してまいりたいと考えて

おります。

なお、当選挙管理委員会では、これまで

行った選挙について、選挙従事者、そしてま

た従事された職員が、私ども選挙管理委員会

の方針並びに今日的課題に一生懸命取り組ん

でいただき、この場をかりて厚くお礼申し上

げたいと思います。

以上でございます。

８番。○議長（馬場騎一君）

それでは、２点ほど○８番（太田博之君）

再質問させていただきます。

まず、防災ボランティアの件でございます

けれども、社会福祉協議会を中心に、各ボラ

ンティアの取りまとめ等を一生懸命やられて

いると思っております。

私が防災を取り上げたのは、今回で都合７

回目でございまして、私自身消防団員でござ

いますし、そういうこともあって、私のマニ

フェストに防災関係の項目を掲げさせていた

だいております。

これまで、自主防災組織をふやすことと

か、また消防団のスキルアップ等を質問させ

ていただいたのですけれども、先ほど救急の

日という話をさせていただきました。昨日の

瀬崎さんの質問にもございますけれども、９
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月１日は防災の日でございます。この機会に

私が取り上げた一つの理由として、市民の皆

様にも防災意識というものをもう一度、こう

いった時期に振り返っていただきたいという

思いもございました。

まさに、災害は忘れころにやってくる。私

自身も、昭和４１年三沢大火で焼き出された

被災者の１人でございました。その２年後、

十勝沖地震で、またここで罹災したという記

憶が残っております。また、古い話になりま

すと、当市においても三陸沖津波等、先人た

ちがさまざまな災害で犠牲になっている。し

かしながら、先ほど市長の答弁にもございま

したけれども、ボランティアの育成、そして

コーディネーターの養成といったものは、い

ま一つの状況になっているということでござ

います。

今回の質問に当たっていろいろ調べていた

ら、私も今まで気がつかなかったことがあっ

て、また、防災月間ということで、ひとつ市

民の皆様にお披瀝したいのは、災害対策基本

法で防災という言葉を位置づけているので

す。ここで、読んでみます。

防災とは、災害を未然に防止し、災害が発

生した場合における被害の拡大を防ぎ及び災

害の復旧を図ることをいいます。つまり、予

防――これは訓練とか啓発、予防から応急、

避難生活支援、そして復旧・復興、生活再建

など、事前から事後に至る災害のすべての局

面に係る用語なのです。目に見えやすい華々

しい活躍だけではなく、平時に家具の固定や

支援や手当ての仕方などを学ぶことや、災害

から長期間経過後も被災地の活性化に末長く

助力するなど、従来、余り目に見えにくかっ

た活動により災害の総規模を飛躍的に小さく

することができる。それが防災という言葉だ

そうでございます。

この機会に、ぜひともこの言葉のとうとさ

をいま一度胸に刻んで、これから私たちが一

人一人、すべての方々が防災、そしてまたボ

ランティアに参加できるという意識を持って

いただくことが、今回の質問の趣旨でござい

ました。

繰り返しになりますけれども、先ほど市長

のほうから、ボランティアコーディネーター

の養成と育成がいま一つ課題だということで

ございました。

そこで、一生懸命頑張ります、養成してい

きます、育成しますと言うのは簡単なのです

けれども、我々が過去さまざまな災害を経験

している中にあって、いついつまでにどうい

うことをやるのだということを計画的に進め

ていかなければならないと思っておりますの

で、今後、ボランティアのことにつきまして

計画性を持って進めることができるのか、ま

たそういうお考えがあるのか、お伺いさせて

いただきます。

続いて、選挙の問題でございますけれど

も、選管委員長、大変どうもお疲れさまでご

ざいました。そしてまた、目標達成おめでと

うございます。

開票事務経費においては、目標額を若干下

回りましたが、それ以外はすべて目標値をク

リアしている。特に、直前になっての国から

の指導で約２割カット５８０万円、これも６

４０万円の削減に至ったということで、私は

驚くと同時に、皆さんのそういった努力に敬

意を表したいというふうに思います。

そこで、ここに当時の東奥日報を持ってき

ました。前回より１時間短縮、弘前市議会。

そして、県全体で平均５６分早まっているの

です。三沢市の場合は、短縮してきた中での

５３分ですから、それなりに結果が出ている

のかなというふうに思います。

しかし、なぜこういう新聞報道がされるか

というと、今まで開票時間というのに、報道

機関も目を向けたことがなかったのです。た

だしかし、今、経費の問題だったり、職員の

お役所体質、そういったものを気づきから新

しい行革につなげる一つのトレーニングの材

料として、全国比較ができる選挙開票事務と

いったものが大きくクローズアップされたこ

とが、こういった結果になっていると思うの

です。
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その結果、タイミングがよ過ぎると思うの

ですけれども、実は昨日、東奥日報に「国政

選挙経費 実態より過大 検査院の算定方法

見直しを求める」ということで、先般は、鳩

山さんから菅さんにということで、参議院で

はこの法案が見送られましたけれども、これ

からは間違いなく選挙費用、いわゆる委託費

に関しては削減が図られるということになり

ます。

先般の定例会でもお話ししましたけれど

も、国からの委託費ですから残しても返せな

い、使い切りということで、全国自治体が使

い切り体質の中から改善を図ってこなかっ

た。要するに、もっと人件費も削減できた。

今のように、５月の段階で、７月に向けて２

カ月しかない中で、本市は６４０万円の削減

を図っているわけです。やればできるという

話です。ただ、そこに至らないのは、お役所

的な仕事の中で、これが当たり前という思い

込みの中からその改善ができなかったのだ

と。私は、これで市の行革はこれから大きく

進んでいく実績ができたのかなというふうに

思っています。

そこで、実は、上を見ると切りがないとい

いますけれども、もっとすごいところがいっ

ぱいありまして、本市は、参議院選挙開票事

務で３時間五十数分、４時間を切ったという

ことでございましたけれども、いつもここ

で、開票事務に関して出てくるところが長野

県の小諸市、人口規模も有権者数もほとんど

三沢市と一緒でございます。ここが、何と１

時間３０分で終了している。ちなみに、その

翌月の８月８日に県知事選挙が行われている

のですけれども、県知事選挙の開票事務が何

と１７分で終了しているのです。ちなみに、

参議院選挙の場合の立候補者は６名で、青森

県よりも１名多いのです。その中で１時間３

０分。

各自治体を見ると、１時間台はぞろぞろ最

近出てきました。今までの実績を上げていく

中で、選管委員長いかがですか、なぜ小諸市

が１時間３０分でできるのか。これから、本

市もどんどんどんどんトレーニングしていけ

ば、これに近い数字になると思いますけれど

も、今はできていない状況にあります。なぜ

こういうところができて、私どもが今できな

いのか、その原因は何だとお考えですか、こ

の１点、お聞かせいただきたいと思います。

答弁願います。○議長（馬場騎一君）

総務部長。

防災ボランティ○総務部長（工藤智彦君）

アの再質問に答えさせていただきます。

防災ボランティアにつきましては、県によ

ります防災コーディネーター養成研修会を、

来年１月に三沢市で開催を予定しておりまし

て、これをはじめといたしまして、計画的に

進めてまいたいと考えておりますので、よろ

しくお願い申し上げます。

選挙管理委員会委員○議長（馬場騎一君）

長。

再○選挙管理委員会委員長（河村幸利君）

質問にお答えいたします。

先ほど、一連の各都道府県の選挙開票事務

の迅速化に向けた取り組みを御紹介いただき

ましたが、私どももそういったものをよく理

解しております。したがって、先般行われま

した私どもの定例委員会において、今後、一

層このことを進めるためには、現在以上のシ

ステム打破を図らなければだめだということ

を話し合い、さらに先進自治体のそういった

ものの取り組みを調査研究しなければだめ

と。そのためには、まずこの辺では、費用の

問題なりもろもろありますが、我々の努力で

福島県相馬あたりをよく調査研究して取り組

んでまいりたい。そして、今言ったようなも

のに幾らかでも近づけるように、委員会とし

ても総意を挙げて取り組んで、その効果を出

してまいりたい。

ただ、一番の問題は、やはり間違いがあっ

てもだめと。それは、大変市民の皆様に御迷

惑、関係者の皆さんに御迷惑がかかる。やは

り正確さを第一のモットーとして、今、議員

から御指導いただきました方向に沿って、よ

り努力してまいりたいと考えております。
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以上でございます。

８番。○議長（馬場騎一君）

最後に１点だけ。○８番（太田博之君）

今、選管委員長が言われたことも、確かに

そういう理由があると私も思います。

市長、実は今までのこういった話の中で、

先般もそうでしたけれども、選挙管理委員会

というのは独立執行権の場所で、いわゆる市

長部局と離れてるところで選挙を選管委員長

が粛々とやっていくのだと。しかし、開票業

務、いわゆる設置から何から市の職員も多く

かかわっているのです。今後は、国から委託

金が２割、３割カットされる。それを超えて

しまうと一般会計から持ち出ししなければな

らない、補正を組まなければならない。とい

うことは、選挙のことは選挙管理委員会に任

せておくという話ではない。

まさに、小諸市と三沢市の一番の違いは、

市長みずからがこの選挙開票事務の先頭に

立って、２時間を切ろ、何分でやれ、どうす

ればできるのか考えろ、そういった強いリー

ダーシップが、ある程度の先進地と言われる

ところに見えている一つの共通点だと思うの

です。

これからは、本当に選挙の開票事務だけで

はなくて、財政にまで大きくかかわってくる

開票事務でございます。おくれている地域は

いっぱいありますけれども、進んでいる地域

も山ほどあります。ひょっとすると、来年統

一地方選挙の県議選、知事選、市長選挙とい

うことで、この三つの選挙だけでもどれだけ

の経費が削減できるのか。

まさに、わずか２カ月の間に６４０万円の

削減を果たした本市ということになれば、私

は、市長みずからが一つの行革、各課のいろ

いろな仕事を飛び越えた職員の連携の中で、

この開票事務を見事にやって、１分でも１秒

でも、まさにコンマ１秒を縮める努力の中か

ら経費を削減していく。それがまさに市の財

政にも大きな影響を与えていって、先ほど来

言っている思い込みから新しい気づきが生ま

れてくる。そういう意味で、私は市長に、ぜ

ひとも今後、選挙開票事務においては先頭に

立っていただきたいというふうに考えるので

すが、その辺のお考えがあるかどうか、御所

見をお伺いしたいと思います。

市長。○議長（馬場騎一君）

再々質問にお答えい○市長（種市一正君）

たします。指名でございますので、お答えし

たいと思います。

選挙の経費については、私も、はじめて太

田議員の御指摘をいただいて、いろいろ議論

をする機会がありました。６００万円も節減

することは本当にできるのか、できないのか

という、一種疑問を持ったわけであります。

それだけに、やはり国から来た金をそのまま

云々というようなことも実はあったのかな

と、そういう感はぬぐい切れないわけであり

ます。

おっしゃるように、今度は逆に、与えられ

た予算のほかにかかれば、当然自分たちの持

ち出しになりますし、余れば返すというよう

なことでありますので、そこは非常に厳しい

話になるわけであります。

いずれにしても、立会人が今度は２人にな

る。２人でもいいのかということで、内部で

いろいろ議論しました。そういうことで、立

会人ですから１人もいないということはあり

得ないわけですので、例えばトイレに行くと

きはどうするのかとか、さまざまな意見が

あったのですけれども、そういうことで、真

剣に議論をする機会があったということだけ

でも非常にありがたいと思っております。

いずれにしても、先頭に立つのか立たない

のかということは別としても、これは当然か

かわる問題でありますので、いろいろとかか

わりを持っていきたいと思っております。

以上であります。

以上で、８番太田博○議長（馬場騎一君）

之議員の質問を終わります。

─────────────────

以上で、本日の日程○議長（馬場騎一君）

は終了しました。

なお、明日から１５日までは、特別委員会
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審査のため、本会議は休会となります。

次回本会議は、１６日午前１０時から会議

を開きます。

本日は、これをもって散会します。

午後 ０時１５分 散会


